
•	大きなかぶがやっとぬけた時のおじいさんの様子を想像することができる。
•	かぶがぬけた時の気持ちを書くことができる。
•	物語のおもしろさを書くことができる。

レイアウトの例

•	大きなかぶがやっと抜けたときのおじいさんのせりふや自分の感想・物語のおもしろさを書
いている。‥‥A
•	大きなかぶが抜けた時のおじいさんのせりふが書いてある。‥‥B
•	叙述しか書いていない。‥‥C

①導入（課題の説明とつくり方の説明）
	 ・・・・・・10分

時間短縮のため、前時にノートなど
に思ったことを書いておくとよいで
しょう。

②はがき新聞の制作	・・・・・・30分
A5サイズの8ミリマスの新聞がよい
と思います。

③振り返り・交流	 ・・・・・・・・5分
はがき新聞の色塗りは、時間がある
児童だけでもいいと思います。

大きなかぶがぬけたときのおじいさんの気持ちや
物語のおもしろさを考え、

はがき新聞をつくり友だちに伝えよう。

「大きなかぶ」新聞をつくろう

時間配分
（目安)

できあがったはがき新聞は、ミテミテ（理想
教育財団助成品）を使って掲示し子どもたち
同士の交流を促すとよいでしょう。

学びを広げるポイント

教材の対象	▶	小学1年生	国語〈先生向け〉

指導のねらい

評価の例



おじいさんはどんなことをはなした
かをかんがえてしんぶんのよこ見

み
だ

しをえんぴつでかいてみよう。かき
おわったら、ペンでなぞり、うしろ
の色

いろ
をぬろう。

（れい：やったあ　ぬけたぞ　ぬけて
うれしいな　たいへんだったな　など）

おじいさんのかおをかき、ふきだし
には、おじいさんがはなしているよ
うにかいてみよう。

かぶがぬけたとき、おじいさんがな
ぜそのようにはなしたかがつたわる
ように、きじをかいてみよう。

（かきだし：大
おお

きなかぶがぬけたとき～）

かいたらよんでみよう。

きじにあうイラストをかこう。名
な

ま
えのしたのイラストは、かぶやおは
なしにでてくるひとをかこう。

レイアウトのれい

大
おお

きなかぶがぬけたときのおじいさんのきもちや、
ものがたりのおもしろいところをかんがえ、

はがきしんぶんをつくりともだちにつたえよう。

「大きなかぶ」新
し ん

聞
ぶ ん

をつくろう

右
みぎ

がわのしんぶんをお手
て

本
ほん

にして、
しんぶんの名

な
まえからかいてみよう。

しんぶんの名
な

まえは２も字
じ

～３も字
じ

だとかきやすいです。

さいしょにえんぴつでかいてから、
名
な

まえペンでなぞり、うしろにいろ
をぬろう。
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イラストにいろをぬろう。こくてい
ねいにぬるときれいです。
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教材の対象 ▶ 小学1年生 国語〈児童向け〉

えんぴつ、けしごむ、いろえんぴつ、
なまえペン、じょうぎ、すいせいペ
ン（きじをなぞるばあいつかいます）

じゅんびするもの

はがきしんぶんのつくりかた


